ロード・オブ・ザ・ソルト 

　掛川発スロースタイルサイクリング～自転車で旅する「塩の道」　
計画概要書

ｗｗｗ.ｓｌｏｗｌｉｆｅ.ｉｎｆｏ
ＮＰＯ法人 スローライフ掛川　

１.本計画の背景と趣旨
塩の道を題材にする意義　

1995年10月、静岡・長野・新潟の三県にまたがる「もっとも長い塩の道」に連なる48（現在は合併により47）の自治体が、生涯学習都市を標榜する掛川市の提唱で「塩の道会議」を発足させ、広域の交流と連携による新たな地域創造の端緒を拓きました。その後会議の成果によって、各地に塩の道のモニュメントやサインが設置され、地域づくりの視点と学術的視点にもとづく書籍「もっとも長い塩の道」（1997年　ぎょうせい刊）等が出版されています。「塩の道」は、全国各地に存在しますが、なかでも長野県塩尻市を中心に、同市から太平洋岸の静岡県相良町へ至る「南塩の道」および新潟県糸魚川市に至る「北塩の道」は、一本につながる「塩の道」として全国でも最長、そして最古とされています。このうち相良～塩尻間の「南塩の道」は、概算約230㎞、忠実に古道をトレースした場合には、300㎞に及ぶ長さです。

全国都市再生モデル調査の一環として

掛川市およびＮＰＯ法人スローライフ掛川は、各地の先導的な都市再生活動を国が支援する全国都市再生モデル調査の募集に対して4テーマから成る活動を提案し、平成１６年度中に実施が可能な都市再生活動として選定され、その成果をとりまとめることになりました。

①サイクリストのもてなしシステムの開発／新しいレンタサイクルシステムとツアーガイド実験
②サイクリストによる地域観光資源の開発／自転車に価値のある風景を自転車の視点で探索する
③自転車愛好者が集まる場の創造／ツーデイズサイクリング＆フォーラム＆サイクル・トレイン）
④自転車を愉しむまちからのツーリズム提案と情報発信／ロード・オブ・ザ・ソルト
本計画の「④自転車を愉しむまちからのツーリズム提案と情報発信／ロード・オブ・ザ・ソルト」は、塩の道会議の精神と目標を受け継ぎ、自転車によるツーリズムという21世紀的な方法を機軸に、掛川市のみでなく塩の道によって連携される広域の将来とまちづくりを視野に入れ、新たな地域活性化と交流の道を「体感し、発見し、交流し、学び、創造する」ことを目的に実験・調査を行うものです。そこで、相良町～塩尻市の区間約300ｋｍをルートに、三泊四日の自転車によるツーリズム実験で「塩の道」の今日的な意味を体感するなか、広域での地域観光資源やツーリズムの新たな可能性を探り、県域を越えた交流の芽を育むとともに、成果を広くインターネット等を通じて情報発信します。ツアーの模様は、毎日更新する専用ウェブサイトで逐次公開レポートしていきます。

スローライフのまちづくりと自転車ツーリズム実験

今、地域の自立と再生のためには住民が地域のアイデンティティを再認識し、参加し、共感による郷土愛を醸成するとともに、観光による交流人口の増加をめざすことが欠かせません。掛川市では全国初の生涯学習運動の帰結として、平成14年12月に「ゆっくりとした積み重ねにこそ価値がある」という認識のもと、全国に先駆けて「スローライフ宣言」を行い、また平成16年4月には、「歩行文化、スローライフ、報徳文化都市宣言」を行い、歩行とスローライフをまちづくりの柱に据えています。
自転車に着目したまちづくりは、ともすると自転車道路や標識などのハード整備が先行しがちですが、今日、真に必要なことは自転車を楽しむソフトであり、まちが自転車を歓迎し、参加し、共感するという過程が重要です。そのため、従来のハード中心ではなく、主として自転車を取り巻くソフト環境を充実させることで、自転車で走ることの魅力をまちづくりの要素として活かし、真に自転車をツールとして魅力あるまちづくりを行おうというものです。
今回は主としてスローな「サイクリング」と地域の観光・学習資源を結びつけることで地域再発見ソフトを充実するとともに、サイクルツーリズムへの可能性が高い地域と広域的に連携し、地域から広域まで視野に入れて、ソフトを充実させることで、サイクルツーリズムのメッカとして地域、あるいは広域の自立と再生、活性化につなぐモデルを示すことを目指します。

（備考）自転車の可能性を探る場として、平成14年度に自転車関係者による「掛川サイクルツーリズム協議会」を結成（その後、掛川サイクルツーリズム研究会に）。また平成15年度は市民有志によるスローライフin掛川実行委員会が結成され、イベントが継続。現在はそのメンバーが中心となってＮＰＯ法人スローライフ掛川となり、ＮＰＯと市がタイアップして、スローライフ普及事業を展開しています。また、本調査と関連する過去の活動実績としては、 平成14年度多様な主体の参加と連携による活力ある地域づくりモデル事業（国交省）による「サイクルツーリズムの情報発信と新交通システム実験」があります。

２.ツーリズム実験プログラム
■日程：2004年11月20日（土）～11月23日（火）

■参加者：サイクリスト約15名およびサポートスタッフ　　■協力：大塚製薬株式会社
■ツアーレポートの公開：ＮＰＯ法人スローライフ掛川公式Ｗｅｂサイト　　
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｓｌｏｗｌｉｆｅ.ｉｎｆｏ

■行程：ツアー267ｋｍ（＋プロローグラン33ｋｍ）＝全走行距離約300ｋｍ

【前日／相良町：塩の受け取り＆プロローグラン】　

19（金）＝13：00相良町役場にて相良産の「塩」を受け取り、掛川市まで有志により事前走行

　19（金）＝12：45静岡県相良町～小笠町～菊川町～15：30掛川市　

＜約33㎞／登坂標高差約200m＞
【１日目／掛川市：出発式＆スタート～水窪町】　

20（土）＝8：00～8：30静岡県掛川市・掛川城三の丸広場にて出発式を開催

　20（土）＝8：30静岡県掛川市～森町～春野町～龍山村～佐久間町～16：00水窪町（泊）　

＜約86㎞／登坂標高差約700m＞
【２日目／水窪町：訪問～飯田市】　

21（日）＝8：45～9：00水窪町役場へ訪問　（水窪町長に塩のお届けとツアー報告）　
　21（日）＝8：30水窪町～長野県南信濃村～上村～喬木村～17：00飯田市（泊）　

＜約66㎞／登坂標高差約1650ｍ＞

【３日目／飯田市：訪問～高遠町：訪問】

22（月）＝8：45飯田市役所訪問／16：30高遠町役場訪問　（飯田市長、高遠町長に塩のお届けとツアー報告）　
　22（月）＝8：30飯田市～高森町～松川町～飯島町～駒ヶ根市～宮田村～伊那市～16：00高遠町（泊）　

＜約57㎞／登坂標高差約500ｍ＞
【4日目／高遠町～塩尻市：ゴール】

23（火）＝16：00～　長野県塩尻駅観光案内所へ訪問　（案内所に塩のお届けとツアー報告）　
　23（火）＝8：30高遠町～茅野市～諏訪市～岡谷市～16：00塩尻市　
＜約58㎞／登坂標高差約750m＞

※山間部を中心に、厳密に「塩の道」を自転車で走行可能な舗装路で追従することは困難な場合もあるため、「塩の道」に沿って自転車で通行可能なルートを選択することにします。標高千ｍを越える高い峠（兵越峠、杖突峠など）が行程中に含まれるため、天候などの要因によって一部ルートを変更する場合があります。

３. ロード・オブ・ザ・ソルトのテーマ
１．「塩の道」の素晴らしさや全体性を行動で体感します。

身体を使って旅をするサイクルツーリズムで、「塩の道」を旅した古人の苦労や感動を分かち合うとともに、

三泊四日という宿泊を伴う連続的な行程で、「塩の道」の一体感とその今日的なありようを実感します。

２．「塩の道」の新しい地域観光資源を発見します。
自動車よりもはるかに緻密、徒歩よりも広大であるサイクルツーリズムの視点を最大限に活かし、従来の観光ガイド的な視点からは着目されることの少なかった地域地域の繊細な美や多様性を探索します。

３．「塩の道」を通して、質的に新しい人的交流を図ります。
自転車の旅は、身体を使って行動するがゆえに広域での新しい出会いを生む交流の旅です。またインターネットによる情報発信は、参加者だけでなく、関心を持つ多くの人に双方向的な交流の芽を育みます。

４．「塩の道」を通して、生涯学習の新たな道を探る。
21世紀のツーリズムは、掛川市が現在まで実践してきた「生涯学習」と軌を一つにする方向に向かっています。

旅の愉しみと苦労を通して、塩の道にまつわる歴史、文化、地域固有の多様性を深く学ぶ端緒とします。

５．「塩の道」を機軸に、21世紀の地域づくりの新たな可能性を創造する。
人が訪れたくなる地域、人を招きたくなる地域、人が住みたくなる地域が、街づくりにおける新たな指標です。

熟年世代を中心に、定年後の人的資源を街づくりに活かすための布石のひとつを、旅を通して模索します。

４.なぜ、自転車によるツーリズムなのか

自転車は、いまや野外レクリエーションの一つだけでなく、環境意識や交通インフラの試金石です。なかでも、自転車を使って旅をする“サイクルツーリズム”は近年急速にその愛好者層が増大しています。彼らのほとんどは、一台10万円以上する本格的なスポーツサイクルにまたがり、体と心に実感のある、個性的で人間性に満ちた旅をしたいと考えているのです。掛川市では、生涯学習の延長線上にあるスローライフ運動の一環として、2002年から自転車を新しい観光や街づくりに取りくみ実験的な活動を続けており、自転車に特化したマップや、鉄道にそのまま自転車を載せて旅するサイクルトレインの実験イベントも実現してきました。

ヘルメットと専用ウエアに身を包んだサイクリストが、自転車ツーリングイベントに4～500名以上も各地から終結する光景も、静岡県では例年見られる風景となりました。しかし、時代はすでに大規模のイベントから、質的な深さと将来への示唆に満ちたイベントを追求すべき段階を迎えています。

自転車の旅に熱心な層は、特に四十代から上の年齢層であることも判明しています。まもなく団塊の世代は定年に達することになりますが、そのエネルギーを地域づくりに活かすためには、自転車によるツーリズムのガイドやボランティアスタッフがひとつの大きな受け皿となるでしょう。さらに、自転車の旅には価値の転換があります。峠道の困難な上りも、逆にそれゆえに自転車の旅人には感動を増幅してくれる素晴らしき舞台であり、都市の名もない静かな裏道も、田舎道でおばあちゃんと交わした会話も、無限と言って良い価値を持ちます。

畢竟、自転車で愉しめる旅とは、道そのものを主題とする旅にほかならないのであって、その意味でも、古の物流の道であり、同時に信仰の道、秋葉街道であり、文化の伝播する歴史的な道でもあった「南塩の道」を、身体性と精神性と物質文明のバランスした21世紀的な乗り物である“自転車”で旅をする意義は、非常に大きいと確信します。

■この件に関する問い合わせ先

ＮＰＯ法人スローライフ掛川　連絡事務所　〒436‐0091掛川市城下5-10・1F （コンセプト株式会社内） 担当：佐藤雄一

TEL0537-22-0654または090-7850-9477　 FAX0537-22-0786　 E‐MAIL　satoh@conception.co.jp
掛川市役所 企画人材課 企画調整係　〒436-8650 静岡県掛川市長谷701-1　担当：大井敏行

TEL0537-21-1127　　FAX0537-21-1167　　E‐MAIL　toshi@city.kakegawa.shizuoka.jp
